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特集 熊本大学教育学部附属小学校・中学校

小学校3階男子トイレ　無人状況でUV照射。小学校多目的トイレ　UVee ユニバーサルダウンライトタイプ❶が洗面台を狙って UV 照射。

主な掲載器具一覧
設置場所 器　具　名　（品種名） 形　名 台数 備考

屋内 ❶ ウイルス抑制・除菌用 UV 照射器 UVee ユニバーサルダウンライトタイプ UV-CU01007K-LS9 9 消費電力：19.3W（100V）

新型コロナウイルス感染症対策の一環として、熊本大学教育学部附属小学校・中学校では、人体に影響の小さい紫

外線を照射してウイルスを抑制するUVee（ユービー）を導入。感染リスクを抑える教育環境を創り出し、児童・生徒

はもちろん、父兄、教職員、来校者に安心と信頼を提供しています。

トイレ改修工事を機にUVee（ユービー）を小中学校で9台導入し、接触感染リスクを低減。

【 物件概要 】
所在地：熊本県熊本市中央区京町本丁５番 12 号
　　　　熊本大学京町団地構内
工事建物：附属小学校校舎Ａ・Ｂ棟、附属中学校西校舎
規模・構造：附属小学校校舎Ａ・Ｂ棟／鉄骨造３階建、
附属中学校西校舎／鉄筋コンクリート造３階建
敷地面積：51,547 ㎡
改修面積： 附属小学校校舎Ａ・Ｂ棟／ 282 ㎡、
 附属中学校西校舎／ 23 ㎡
施主：国立大学法人熊本大学
施工：聖輝電設㈱
導入：2021 年 3 月

熊本大学教育学部附属小学校・中学校では、小中学校あわせて

1,000 名を超える児童・生徒（小学校 630 名、中学校 480 名定員）が、

日々活気あふれる学校生活を送っています。2020 年に新型コロナウ

イルス感染症が広がって以来、学校では感染拡大防止策を迅速に導

入し、マスク着用や手指消毒、換気、３密回避など衛生面での各種

行動を励行することはもちろん、タブレットを使用したリモート授業体

制の構築などにもいち早く取り組みました。

UVee の導入は、2020 年下半期に行われたトイレ改修工事を好機

として検討。小学校では 1 階多目的トイレおよび各階男女トイレに、

中学校では 1階男女トイレに、UVee が導入されました。設置にあたっ

ては天井高さ 2.6m、洗面台まで 1.75m の条件で UV 放射照度測定

を実施し、実際の環境においてもUV 照射量が確保できていることを

確認。採用器具はユニバーサルダウンライトタイプで、手洗い時の接

触による感染拡大の防止を目的に洗面台まわりを狙ってUV 照射。児

童・生徒が利用していない時に照射する人感センサー運転で運用さ

れています。

熊本城から北に連なる京町台地の上に建つ熊
本大学教育学部附属小学校・中学校は、その
前身も含めて約 150 年の歴史を持つ伝統校。
国立大附属学校として先導的な取り組みを行
うとともに、地域に開かれた学校の実現に努
められています。2016 年の熊本地震の際には
多数の被災者を体育館に受け入れ支援。地域
とともにあり続ける姿勢が、学校に対する信
頼を築き上げています。

小学校2階女子トイレ洗面コーナー小学校2階女子トイレ洗面コーナー 中学校1階女子トイレ洗面コーナー　 UV照射時のUVee❶　小学校2階男子トイレ洗面コーナー　

特集 横須賀市田浦行政センター特集 熊本大学教育学部附属小学校・中学校

主な掲載器具一覧
設置場所 器　具　名　（品種名） 形　名 台数 備考

庁内 ❶ウイルス抑制・除菌用 UV 照射器 UVee ユニバーサルダウンライトタイプ UV-CU01007K-LS9 4 消費電力：19.3W（100V）

市役所の地域拠点として長い間、行政機能の一端を担ってきた横須賀市田浦行政センター。1日約 200 人の来庁者が

あるセンターで、市民の皆さんにより安全に、安心して利用していただくため、人感センサー運転で使用できるウイル

ス抑制・除菌用UV照射器UVee（ユービー）を導入しました。

来庁者が最も利用する場所、空間にUVee（ユービー）を設置し感染症対策を強化。

【 物件概要 】

所在地：神奈川県横須賀市船越町 6-77

規模：5 階建て

敷地面積：2,349.24 ㎡

延床面積：3,139.66 ㎡

施主：横須賀市

導入：2022 年 3 月

横須賀市北部に位置し、8 つの町を所管する田
浦行政センター。市内に 9 つある行政センター
の一つであり、本庁機能の一部を担い、住民票、
国民健康保険、国民年金、市税などに関する
手続き、収納を行っています。またセンター内
には田浦コミュニティセンターも併設されてい
ます。

受付カウンター　受付カウンターに向けてUVee❶を2台設置。

横須賀市田浦行政センター
館長　依田 隆治 様

田浦行政センターが現在の場所に移転
開設されたのが昭和 60 年。地域の行政
窓口としての役割を果たし、さまざまな
情報発信、文化交流の場ともなってきま
した。このたびの UVee 導入にあたり、
横須賀市田浦行政センター依田館長に
お話を伺いました。

特集 横須賀市田浦行政センター

エレベーターホール　
エレベーターのボタンを狙って照射。

コミュニティセンター受付　
受付まわりのウイルス抑制・除菌。

―建物の概要と機能を教えてください。
館長　行政センターは 1 階にあり住民票をは
じめとする各種証明書発行、各種申請や届出
などに対応しています。また、地域団体の活
動支援を行う地域コミュニティ係や地域生活相
談窓口もあります。
―2階より上階はどのようなフロアですか。
館長　2 階は母子保健などを行う北健康福祉
センターや愛らんどがあります。3 階と 4 階は
地域のさまざまな団体にスペースを貸し出すコ
ミュニティセンターがあり、そこで各種講座も
開催しています。
―1日の利用者数はどのくらいですか。
館長　平日で約 200 人のご利用者がいます。
―コロナ禍においてどのような感染症拡大防
止対策を行ってきましたか。
館長　国の感染対策の方針に基づいて、横須
賀市でもコロナ対策の本部を設置し、必要な

対応を協議し、アルコール消毒やアクリル板の
設置などを行ってきました。また緊急事態宣言
下ではコミュニティセンターの休止などの対応
を行いました。
―UVeeはどちらに設置されていますか。
館長　建物入口のエレベーターホールに 1 台、
1 階の行政センターの受付カウンターに 2 台、
3 階のコミュニティセンターの受付カウンター
に 1 台です。
―設置場所はどのように決められたのですか。
館長　御社からのアドバイスを受け、利用者の
状況を相談しながら最も効果的と考えた場所
に設置しました。
―導入にあたっての期待をお願いします。
館長　UVee は対象物表面のウイルス抑制・
除菌だけでなく設置した空間にも効果がある
と聞いているので、感染症拡大防止対策がいっ
そう強化されたと思っています。

（2022年7月21日 取材）


